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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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	応用
	抗原情報
	背景
	EPH受容体A1（EphA1）は、976アミノ酸（約107 kDa）のタンパク質から構成され、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属します。Ephサブファミリーは、現在までに同定された受容体タンパク質チロシンキナーゼの中で最大のグループであり、そのリガンドであるエフリンは、エフリンAとエフリンBという2つの主要なサブクラスに分類されます。Eph受容体チロシンキナーゼと膜結合型エフリンリガンドとの相互作用は、特に神経系において、細胞の移動および接着挙動を制御する双方向シグナル伝達を引き起こします。Eph受容体チロシンキナーゼは、軸索誘導、血管新生、形態形成、発癌など、様々な発生過程に関与していることが示唆されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549（1）およびHela（2）細胞溶解物に対するEphA1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣癌（左）および乳癌（右）の免疫組織化学分析。DAB 染色による EphA1 マウス mAb を使用して細胞質の局在を示しています。

